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阪神 淡路大反災で

は、ヨンビ十一 卜区域

における爆発火災やlH

体危険物の大規模な漏

波事故は十いにも起こ

らなかったが、コンビ

十一 卜区域が全 く無傷

だったわけではない命

地鮮がi船太化し、 タンクがl rtき、配管が損傷

を受け、横んであった危険物容器が転lll破】i

するなど 懸念された人享故につなかるよう

なキ態 も地反発11と同時に
一斉に起こってい

たのだが 結i3人事故には■らなかった。 二

れまでの経験を11かした′ヽ― ド山i、ツフト山F

での対策の成果と 地震発■1後の白衛FtJ災利1

織を初めとする従業員の対応がこのような結

来に結びついたものであろう.

あの地震では、 タンクのllぎ子青卜分が投傷

して LPCが 鴻波するという事態が発ritし、

口手は 7方 人がlrt雑する騒ざになった。防llt

北にrF7まった IッPCの 衣巾Fを夜うための地1肖

火楽剤が忙りない、 という神テi市消防局から

の要請にはえて、消Httri:でも、近隣消防にお

lpRいしたり、被告を受けていない近隣のコン

ビ十一 卜地 ズの■堆所にお願いしたりして、

泡原泣搬送車を子内じしたり 事故発′tiに備え
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て 3点 セットの神戸へ

の配備をお願いしたり

した。それに先立ち、

市街地火災での消防力

の劣勢を少しでも補お

うと、大電!化キ消tt車

の応援をお願いした事

業所もある。夜の作業

に備えて石油運盟所有の照明電源も神デfに送

っていただいた。あのような困難な状況の中

で、遠 くは四田市のコンビナー トも合め、 多

くの事業所力判央く神,;への白衛防災組織の派

遣を水知 して ドさった。ただ感謝するばかり

であるぃ

落ちついてから考えてみると、応援自衛防

災組織の方が負傷 したら ?機 材が損傷 した

ら ?費用負fHは ,自衛防災組織の
一部が他の

コンビ十一 卜区域に派遣されることに伴って

山分の事業「llの防災体制が 時的に手薄にな

ってもよいのか ?… など、本来で flれば検討

しておかなければならなかった問題が多数あ

った。今後も白街防災組織の広域応援を頼ま

なければならない事態が発生するかもしれな

い。いまのうちに検討 しておかなければな')

ない諜題 と考えている。
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阪神・淡路大震災におけるコン

ビナート自衛防災組織の活躍
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１

２

８

９

‐１

１６


